
（別紙３）

～ R7年　9月　26日

（対象者数） 3 （回答者数） 2

～ R8年　10月　15日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 研修の機会を充実していく

2
いろんなところの活動を参考にする

スタッフからの意見を出していく

3
保護者へ日頃の様子などを伺い、また事業所での生活を通し

て観察し、スタッフ間で共有していく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
拠点の転居を検討している

送迎範囲を再度検討していく

2 週に一回の会議で打ち合わせする

3
おたよりなどで訓練の様子をお伝えする

マニュアルを面談等にてお知らせする

○事業所名 多機能型木の花ジュニア

○保護者評価実施期間
R7年　9月　10日

○保護者評価有効回答数

R7年　10月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　10月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

マニュアル、訓練の周知ができていない 事業所で訓練をしたことを大きく知らせていない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

遠方の受入で送迎時間が長くなっている
送迎範囲を放デイと同じようにしており、未就学児さんへの

負担が大きくなっていると感じる

事前の打ち合わせが十分でない 当日の朝は送迎に出るので難しいことがある

多職種連携をしている 活動や遊びに専門職の視点を取り入れる

様々な遊び（季節の体験など）を取り入れている

季節の遊びを取り入れる

気候のいいときには外へ出かけていく

繰り返すことで積み重ねていく

1人1人に寄り添った支援

個別対応

必要な医療的ケアや姿勢、発達などについて個別に対応をお

こなっている

事業所における自己評価総括表公表


